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(57)【要約】
【課題】部品点数を少なく、シンプルな構造で、且つ上
下傾斜角のみならず軸中心の回転角も調節でき、操作性
に優れるとともに、しかも長期の使用によっても機能低
下することなく耐久性に優れ、調節設定された傾斜角及
び回転角を強固な力で保持できる楽器の支持角度調節装
置及びこれを備える楽器支持具を提供せんとする。
【解決手段】支持シャフト２の基端側の外周部に、該シ
ャフト２より大径の外周面を有する拡径部４を設けると
ともに、クランプ体３に、支持シャフト２の拡径部４の
上下に配置され、支持シャフト２を軸中心に回転可能に
支承する一対の可動ブロック５Ａ，５Ｂと、該一対の可
動ブロック５Ａ，５Ｂに外装され、該可動ブロック５Ａ
，５Ｂを支持シャフト２の軸に垂直な軸を中心に回転可
能に支承する側面視略Ｃ字状のリング部６１を有する締
め付けカラー６と、該締め付けカラー６のリング部６１
を縮径させる縮径手段７とを設けた。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持杆と、該支持杆を軸中心に回転可能且つ上下に傾動可能に保持するクランプ体とよ
りなり、前記支持杆側又はクランプ体側に支持される楽器の支持角度を調節する装置であ
って、
　前記支持杆の基端側の外周部に、該支持杆より大径の外周面を有する拡径部を設け、
　前記クランプ体に、
　前記支持杆の前記拡径部の上下に配置され、該支持杆を軸中心に回転可能に支承する一
対の可動ブロックと、
　該一対の可動ブロックに外装され、該可動ブロックを前記支持杆の軸に垂直な軸を中心
に回転可能に支承する側面視略Ｃ字状のリング部を有する締め付けカラーと、
　該締め付けカラーのリング部を縮径させる縮径手段とを設け、
　前記縮径手段によるリング部の縮径により、前記一対の可動ブロックが前記支持杆の拡
径部を挟持した状態で回転不能となり、これにより支持杆の上下傾斜角並びに軸中心の回
転角が固定されることを特徴とする楽器の支持角度調節装置。
【請求項２】
　前記拡径部の外周面に、前記支持杆の軸方向に沿って径が増加又は減少するテーパー部
を設けるとともに、前記一対の可動ブロックの互いに対向する内側面の前記拡径部に対面
する部位に、それぞれ前記テーパー部に略平行なテーパー溝を設けてなる請求項１記載の
楽器の支持角度調節装置。
【請求項３】
　前記締め付けカラーを、前記一対の可動ブロックの外周面における回転軸方向両端側に
それぞれ配置してなる請求項１又は２記載の楽器の支持角度調節装置。
【請求項４】
　前記縮径手段が、一端側を固定又は係止して回り止めした前記リング部の他端側を、周
方向に押圧して縮径させる押圧手段からなる請求項１～３の何れか１項に記載の楽器の支
持角度調節装置。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の支持角度調節装置を有する楽器支持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シンバル、タムタム、スネアドラム等の打楽器を支持するのに好適な楽器の
支持角度調節装置及びそれを備える楽器支持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の支持角度調節装置としては、従来から、例えば固定部材と可動部材とこれらの
間に交互に積層された複数の摩擦板を備え、各部材にそれぞれ形成されたノッチ内に、対
応する摩擦板の爪をそれぞれのノッチの内面に押し付けるための押圧部材が設けられ、各
押圧部材は回動軸の軸線と略平行な方向に沿って固定部材及び可動部材にそれぞれ固定さ
れ、各ノッチの内壁面と各押圧部材との間で対応する摩擦板が挟圧された状態で固定され
るものが提案されている（例えば、特許文献１参照。）。しかしながら、この調節装置で
は可動部材の上下傾斜角は調節できるものの軸中心の回転角の調節ができない。
【０００３】
　一方、特にタムホルダーなどの楽器支持具に使用される支持角度調節装置としては、従
来からユニット本体内に旋回可能に支持されたボール部材と、ボール部材の孔に摺動可能
に挿入された支持バーとを備え、支持バーによりサイドドラムが支持されるものが提案さ
れている（例えば、特許文献２～４参照。）。このような調節装置によれば、支持バーの
姿勢を比較的自由に調節できる。しかしながら、このボール部材は摩擦力で所定の角度に
設定固定されるように通常、合成樹脂製のものが使用され、使用が長期に亘るとボールが
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変形してきて当初期待されていた摩擦圧着力が作用しない虞がある。また、このようなボ
ール部材に挿着されている支持バーを軸回転させることも可能だが、このボール部材で比
較的径の小さい支持バーにかかる回転モーメントを回転不能に支持する充分な圧着力が作
用せず、操作性も低下することからこのような軸回転をさせることは設計上好ましくない
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１５４７１６号公報
【特許文献２】特開２００７－７９４３７号公報
【特許文献３】米国特許第５８０４７４７号公報
【特許文献４】米国特許公開２００５－０１７２７８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、部品点数を少なく、
シンプルな構造で、且つ上下傾斜角のみならず軸中心の回転角も調節でき、操作性に優れ
るとともに、しかも長期の使用によっても機能低下することなく耐久性に優れ、調節設定
された傾斜角及び回転角を強固な力で保持できる楽器の支持角度調節装置及びこれを備え
る楽器支持具を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前述の課題解決のために、支持杆と、該支持杆を軸中心に回転可能且つ上下
に傾動可能に保持するクランプ体とよりなり、前記支持杆側又はクランプ体側に支持され
る楽器の支持角度を調節する装置であって、前記支持杆の基端側の外周部に、該支持杆よ
り大径の外周面を有する拡径部を設け、前記クランプ体に、前記支持杆の前記拡径部の上
下に配置され、該支持杆を軸中心に回転可能に支承する一対の可動ブロックと、該一対の
可動ブロックに外装され、該可動ブロックを前記支持杆の軸に垂直な軸を中心に回転可能
に支承する側面視略Ｃ字状のリング部を有する締め付けカラーと、該締め付けカラーのリ
ング部を縮径させる縮径手段とを設け、前記縮径手段によるリング部の縮径により、前記
一対の可動ブロックが前記支持杆の拡径部を挟持した状態で回転不能となり、これにより
支持杆の上下傾斜角並びに軸中心の回転角が固定されることを特徴とする楽器の支持角度
調節装置を構成した。
【０００７】
　ここで、前記拡径部の外周面に、前記支持杆の軸方向に沿って径が増加又は減少するテ
ーパー部を設けるとともに、前記一対の可動ブロックの互いに対向する内側面の前記拡径
部に対面する部位に、それぞれ前記テーパー部に略平行なテーパー溝を設けたものが好ま
しい。
【０００８】
　また、前記締め付けカラーを、前記一対の可動ブロックの外周面における回転軸方向両
端側にそれぞれ配置したものが好ましい。
【０００９】
　更に、前記縮径手段が、一端側を固定又は係止して回り止めした前記リング部の他端側
を、周方向に押圧して縮径させる押圧手段からなるものが好ましい。
【００１０】
　また、本発明は上記楽器の支持角度調節装置を有する楽器支持具をも提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　以上にしてなる本願発明に係る楽器の支持角度調節装置、及び支持角度調節装置を有す
る楽器支持具によれば、縮径手段を緩めた状態で支持杆の上下傾斜角や回転角を調節設定
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し、この状態で縮径手段によりリング部を縮径させることにより、一対の可動ブロックが
支持杆の拡径部を挟持した状態で回転不能となって、これにより支持杆の上下傾斜角並び
に軸中心の回転角が固定され、支持杆側又はクランプ体側に固定されている楽器の支持角
度を調節することができる。このように縮径手段を操作するだけで支持杆の上下傾斜角と
軸中心の回転角を同時に調節／固定できることから操作性に優れるとともに、可動ブロッ
クで拡径部を挟持して固定することから挟持する接触面積が大きくなり、楽器の重みや演
奏により大きな回転モーメントが作用しても支持杆の軸回転をより確実に防止することが
でき、角度調節の際にはその軸回転を止める挟持力が接触面積の増大により緩やかに変化
するため操作性も著しく向上する。
【００１２】
　また、拡径部の外周面に、支持杆の軸方向に沿って径が増加又は減少するテーパー部を
設けるとともに、一対の可動ブロックの互いに対向する内側面の拡径部に対面する部位に
、それぞれテーパー部に略平行なテーパー溝を設けたので、可動ブロックで支持杆の拡径
部を挟持した際、可動ブロックに作用する挟持力が拡径部の外周面にクサビ効果で増大し
た力として作用し、当該増大した挟持力によって拡径部を強固に挟持できる。
【００１３】
　また、締め付けカラーを、一対の可動ブロックの外周面における回転軸方向両端側にそ
れぞれ配置したので、拡径部を有する支持杆の位置を避けて締め付けカラー用の凹溝を形
成することができ、拡径部を有することで大きくなる可動ブロックの肉厚及び外形寸法を
最小限に抑えることができ、装置の軽量コンパクト化が図れる。
【００１４】
　また、縮径手段が、一端側を固定又は係止して回り止めしたリング部の他端側を、周方
向に押圧して縮径させる押圧手段からなるので、簡易な構造でありつつも、リング部内面
の全体を可動ブロックに押し当てることができ、可動ブロックにより拡径部がより確実且
つ強固に挟持されるとともに該可動ブロックを回転不能に強固に保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の代表的実施形態に係る支持角度調節装置を有する楽器支持具を示す斜視
図。
【図２】同じく支持角度調節装置を示す斜視図。
【図３】同じく支持角度調節装置を示す分解斜視図。
【図４】同じく支持角度調節装置を示す縦断面図。
【図５】（ａ）は同じく支持角度調節装置を示す平面図、（ｂ）は図４のＡ－Ａの位置で
支持角度調節装置を切断した横断面図、（ｃ）は同じくＢ－Ｂの位置で切断した横断面図
。
【図６】（ａ），（ｂ）は支持シャフトの傾斜角度を変化させた様子を示す説明図。
【図７】（ａ），（ｂ）は可動ブロックによる挟持力の効果を説明するための概念図。
【図８】可動ブロックによる挟持力の効果を説明するための概念図。
【図９】本発明の支持角度調節装置の変形例を示す分解斜視図。
【図１０】（ａ）は同じく変形例の平面図、（ｂ）は縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施形態を添付図面に基づき詳細に説明する。
【００１７】
　本発明に係る楽器の支持角度調節装置１は、図１及び図２に示すように、支持杆である
支持シャフト２と、該支持シャフト２を軸中心に回転可能且つ上下に傾動可能に保持する
クランプ体３とよりなり、支持シャフト２側に固定される楽器Ｐの支持角度を調節する装
置である。本例では、支持角度調節装置１のクランプ体３に下方に延びる支持パイプＳが
設けられ、該支持パイプＳを図示しないバスドラム側のベースに取り付けるとともに支持
シャフト２を楽器Ｐ（タムタム）側のブラケットＢに取り付ける楽器支持具Ｈ（タムホル
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ダー）が構成されている。
【００１８】
　本例の楽器支持具Ｈは、このように支持角度調節装置１の支持シャフト２側に楽器Ｐを
固定するもの以外に、反対のクランプ体３側に楽器を固定し、支持シャフト２側をスタン
ド等に固定するように構成することもできる。また、バスドラム側のベースに取り付ける
もの以外に、他の楽器やスタンドに取り付けるものも好ましい。本発明の楽器支持具Ｈを
用いて支持する楽器Ｐとしては、タムタム以外にシンバル、スネアドラム等の打楽器が好
適である。
【００１９】
　支持角度調節装置１は、図３～図５に示すように、支持シャフト２の基端側の外周部に
、該シャフト２より大径の外周面を有する拡径部４を設けるとともに、クランプ体３に、
支持シャフト２の拡径部４の上下に配置され、支持シャフト２を軸中心に回転可能に支承
する一対の可動ブロック５Ａ，５Ｂと、該一対の可動ブロック５Ａ，５Ｂに外装され、該
可動ブロック５Ａ，５Ｂを支持シャフト２の軸に垂直な軸を中心に回転可能に支承する側
面視略Ｃ字状のリング部６１を有する締め付けカラー６と、該締め付けカラー６のリング
部６１を縮径させる縮径手段７とを設けたものである。
【００２０】
　このような支持角度調節装置１は、縮径手段７を緩めた状態において支持シャフト２の
上下傾斜角や回転角を設定し、この状態で縮径手段７によりリング部６１を縮径させると
、一対の可動ブロック５Ａ，５Ｂが支持シャフト２の拡径部４を挟持した状態で回転不能
となり、これにより支持シャフト２の上下傾斜角並びに軸中心の回転角が固定され、支持
シャフト２側又はクランプ体３側に固定される楽器Ｐの支持角度を調節することができる
。
【００２１】
　このように縮径手段７の操作で支持シャフト２の上下傾斜角と軸中心の回転角を同時に
調節／固定できることから操作性に優れるとともに、図７（ａ），（ｂ）に示すように可
動ブロック５Ａ，５Ｂで支持シャフトの拡径部４を挟持して固定することから挟持する接
触面積が大きくなり、楽器の重みや演奏により大きな回転モーメントが作用しても支持シ
ャフト２の軸回転をより確実に防止することができ、角度調節の際にはその軸回転を止め
る挟持力が接触面積の増大により緩やかに変化するため操作性も著しく向上する。
【００２２】
　支持シャフトは無垢の金属シャフトであるが、支持杆はそれ以外にパイプ状などでもよ
い。また素材も金属以外に樹脂製やセラミック製など種々の材料を採用できる。また、拡
径部４の外周面４０には、支持シャフト２の軸方向に沿って径が増加又は減少するテーパ
ー部４１、４２が設けられ、これに対面する可動ブロック５Ａ，５Ｂの内側面５０の部位
には、それぞれ前記テーパー部４１、４２に略平行なテーパー溝５１、５２が設けられて
いる。したがって、上記のとおり可動ブロック５Ａ，５Ｂで支持シャフトの拡径部４を挟
持した際、図８に示すように可動ブロック５Ａ（５Ｂ）に作用する挟持力Ｐ１が拡径部４
の外周面４０にクサビ効果で増大した力（Ｐ２）として作用し、当該増大した挟持力によ
り拡径部４が強固に挟持されるのである。
【００２３】
　本例では、外周面４０の軸方向中央位置が最も径が大きく、そこから両端部に向けて次
第に径が小さくなる形状のテーパー部４１、４２をそれぞれ設けた構造であるが、クサビ
効果のためには、逆に中央位置が径が小さく、両端部に向けて径が大きくなる形状のテー
パー部をそれぞれ設けたものや、同じく軸方向の一端側から他端側に向けて次第に径が大
きくなるテーパー部を一つ又は複数段設けた形状など、種々の構成を採用しうる。また、
一部にテーパーではなくストレートな部分を構成したものでも勿論よい。テーパー部は一
定割合で径が増加又は減少する形状のもの以外に、増加率又は減少率が緩やかに変化する
形状のものも好ましい実施例である。
【００２４】
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　拡径部４は、支持シャフト２とは別に構成したものを支持シャフト２基端側にカシメ止
めやビス止めで固定したものや、支持シャフト２と一体成形したものでもよい。本例では
支持シャフト２よりも軟質の金属製、好ましくは真鍮により別体構成した拡径部４が支持
シャフト２の基端側に固定されている。このような拡径部４を比較的柔らかい金属製とす
ることで可動ブロックとの摩擦による挟持力が高まる。金属製の代わりに硬質の合成樹脂
製とすることも好ましい。
【００２５】
　可動ブロック５Ａ，５Ｂは、いずれも互いに対面する内側面５０に、上記した支持シャ
フト２の拡径部４を受け入れて挟持するテーパー溝５１、５２と該支持シャフト２の拡径
部４以外の軸部を受け入れるストレートの溝５３とが形成された略同一形状の半割り部材
であり、その外形は略円柱形状を軸に平行な面で切断した部分円柱形状とされている。尚
、可動ブロックの外周部はこのような部分円柱の円周側面形状に構成するものに何ら限定
されず、少なくとも当該可動ブロックを回転可能に支承する締め付けカラー６が装着され
る部位に円周面を有していれば、他の部位は例えば角柱側面形状その他の形状に構成する
ことも可能である。
【００２６】
　締め付けカラー６は、一対の可動ブロック５Ａ，５Ｂの前記部分円柱形状の外周面５４
の軸方向端部に配置されるＣ字状に湾曲した金属製の板状の弾性リングであり、各可動ブ
ロック５Ａ，５Ｂの両端部に、それぞれ締め付けカラー６のリング部６１が装着される円
環状の凹溝５５、５５が設けられ、合計２つの締め付けカラー６で可動ブロック５Ａ，５
Ｂが回転可能に支承される。尚、締め付けカラー６を幅広に構成して合計１つとしたり、
又は３つ以上装着するように構成することも勿論可能である。ただし、本例のように締め
付けカラー６を可動ブロック５Ａ，５Ｂの両端部にそれぞれ配置する構成を採用すること
により、拡径部４を有する支持シャフト２の位置を避けて締め付けカラー６用の凹溝５５
、５５を形成することができ、拡径部４を有することで大きくなる可動ブロックの肉厚及
び外形寸法を最小限に抑えることができる。
【００２７】
　これら支持シャフト２の拡径部４、可動ブロック５Ａ，５Ｂ、及び締め付けカラー６、
６はクランプケース３０内に装着されている。クランプケース３０は、左右対称の分割ケ
ース３０Ａ，３０Ｂを固定ネジ３５、３６で組み付けて構成され、各分割ケースに上記拡
径部４、可動ブロック５Ａ，５Ｂ及び締め付けカラー６を収納する収納空間３１と、支持
シャフト２を上下傾動可能に延出させるための切欠溝３２と、後述する押圧手段８を収納
するための前記収納空間３１に連通する収納空間３３が設けられ、更に本例ではクランプ
体３に下方に延びる支持パイプＳを取り付けるための取付溝３４が設けられている。勿論
組み合わせることでこれら空間が形成される非対称な分割ケースにより構成してもよい。
【００２８】
　分割ケースの収納空間３１に収納される締め付けカラー６は、一端側６１ａが当該空間
内壁を外側から貫通する固定ネジ７１に螺合されて当該内壁に固定され、他端側６１ｂが
当該収納空間３１に連通する収納空間３３に装着される押圧手段８によって径方向に押圧
され、これにより縮径されて可動ブロック５Ａ，５Ｂを挟持する。すなわちこの固定ネジ
７１と押圧手段８により締め付けカラー６のリング部６１を縮径させる縮径手段７が構成
されている。
【００２９】
　押圧手段８は、雄ネジ部の上部に操作片を有するジョイントキー８１と、収納空間３３
内部に回転不能に係止されるナット８２とジョイントキー８１の雄ネジ部の先端部により
押下される横長な略立方体形状の固定ブロック８３と該固定ブロックの左右両端部の締め
付けカラー６に対応する位置に突設される押しピン８４とより構成され、該押しピン８４
の先端面が締め付けカラー６の他端側６１ｂに形成された係合溝８０に係止された状態で
、ジョイントキー８１を締め付けることで当該他端側６１ｂを押圧する構造である。尚、
ナット８２を設ける代わりにケース側に雌ネジ部を形成してもよい。また固定ブロックと
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押しピンを一体成形してもよい。
【００３０】
　図９及び図１０は、縮径手段７の変形例を示す説明図である。本例では、締め付けカラ
ー６が、リング部６１の一端側の外面に、収納空間３１の内周面に形成した係合溝３１ａ
に係止される係止片６２を突設し、この係止片６２によりリング部６１の一端側を回り止
めするとともに、同じく締め付けカラー６の他端側に、固定ブロック８３によって直接押
下される受圧片６３を突設して構成されている。これにより押しピン８４、固定ネジ７１
が省略され、部品点数の少なくなり材料コストや組み付けコストが大幅に低減される。ま
た、固定ネジ７１の省略は外観性も向上する。その他、ジョイントキー８１やナット８２
からなるねじ込み式の押圧手段以外にレバー式の機構などを採用してもよい。
【００３１】
　支持パイプＳは、左右側壁にネジ孔９０が形成された固定カラー９を挿着した状態で上
記クランプケースの取付溝３４に挿入し、ケース外部から通孔９３、支持パイプＳの通孔
９１を貫通した固定ネジ９２をネジ孔９０に螺合することで、取付溝３４に支持パイプＳ
が固定される。尚、可動ブロックや締め付けカラー、押しピン、固定ブロック、クランプ
ケースなどの材質についても、金属製以外に合成樹脂製やセラミック製など種々の材質を
採用可能である。
【００３２】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこうした実施例に何ら限定され
るものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々なる形態で実施し得ること
は勿論である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　支持角度調節装置
　２　支持シャフト
　３　クランプ体
　４　拡径部
　５Ａ，５Ｂ　可動ブロック
　６　締め付けカラー
　７　縮径手段
　８　押圧手段
　９　固定カラー
　３０　クランプケース
　３０Ａ，３０Ｂ　分割ケース
　３１　収納空間
　３１ａ　係合溝
　３２　切欠溝
　３３　収納空間
　３４　取付溝
　３５　固定ネジ
　４０　外周面
　４１　テーパー部
　５０　内側面
　５１　テーパー溝
　５３　溝
　５４　外周面
　５５　凹溝
　６１　リング部
　６１ａ　一端側
　６１ｂ　他端側
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　６２　係止片
　６３　受圧片
　７１　固定ネジ
　８０　係合溝
　８１　ジョイントキー
　８２　ナット
　８３　固定ブロック
　８４　押しピン
　９０　ネジ孔
　９１　通孔
　９２　固定ネジ
　９３　通孔
　Ｂ　ブラケット
　Ｈ　楽器支持具
　Ｐ　楽器
　Ｓ　支持パイプ

【図１】 【図２】



(9) JP 2012-145772 A 2012.8.2

【図３】 【図４】
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【図９】 【図１０】



(11) JP 2012-145772 A 2012.8.2

フロントページの続き

(72)発明者  森岡　学
            奈良市三松ヶ丘３－５
Ｆターム(参考) 5D082 CC07  CC10  CC12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

